令和６年度　第２回　大阪府都市公園指定管理者評価委員会　会議概要
１．日　時　令和７年２月18日（水曜日）　午後６時30分から午後９時00分まで
２．場　所　大阪府庁別館７階　公園課会議室
３．出席者
　　下村委員長、赤澤委員（Web）、奥田委員、森重委員、八木委員
４．議題
　　　（１）指定管理業務の評価について
　　　（２）優良業務表彰の進め方について
５．主な議事内容
　　◆：委員　●：府
（１）指定管理業務の評価について
　＜全般＞
　　評価の視点について
　　◆：評価にあたっては、結果を重視するのか、プロセスを重視するのかの意思統一を図って
ほしい。

　＜各公園の評価＞
　　山田池公園の特殊庭園について
　　◆：特殊庭園である花しょうぶ園の開花状況が芳しくなかった。原因は肥料不足など管理上の問題もあったことから、Ｃ評価に値するものと考える。
住吉公園のP-PFI事業者との連携について

　　◆：P-PFI事業の成果は指定管理者のものではないが、P-PFI事業者との連携を図っており、本内容は成果ではなくプロセスを高く評価してもよい。
　　大泉緑地の平等利用や利便性向上の取組みについて
　　◆：出入口バリアフリー化の取組みは府が主体の事業であること、無料Wi-Fiの設置は提案時より若干エリアを拡大しただけであることから、いずれもＡ評価に値するものと考える。
　　浜寺公園の利用者の安全確保の取組みについて
　　◆：堺市へ提出しているマニュアルには滑り台の点検について記載しており、事故を予見できたと考えらえる。
　　蜻蛉池公園の自主事業について
　　◆：ドッグランの施設設置にかかるプロセスや手続きに不備があったものの、指導後は必要な手続きを行っている。また施設完成後の効果が大きかったことから、Ｂ評価に値するものと考える。
　　
　　りんくう公園の提案項目以外に行った業務について
　　◆：他の項目で評価している取組みと重複していること、通常の維持管理程度の取組みであることから、レンタルスペースの貸出は評価できるが、複数項目で評価できる内容がないため、Ａ評価に値するものと考える。
· その他公園については特に意見なし

＜財務的基盤＞
　・財務基盤評価（案）については、意見なし
（２）優良業務表彰の進め方について
　⇒取組内容のプレゼンを、今年度、試行的に指定管理者が希望すれば補足的に説明できるようにする。

　　◆：特に、意見なし

　
（３）その他
　（活性化調査検討部会に関連したアンケート調査の結果について、事務局より、現状の整理状況を報告）
　◆時間がかかってもいいので、中身を充実させて議論を進めてもらいたい。
